
◆学校に元気 H22.10.21(木)
◆先生に元気 Ｎｏ.11
◆子どもに元気

小美玉市立堅倉小学校（細谷光太郎校長）では，保護者アンケートの結果から，家庭で子
どもと会話したりかかわったりする時間が十分にとれていないということがわかりました。
また，児童の生活振り返りカードからは，ゲームやテレ
ビの視聴時間が長いことなどがわかり，家庭で話し合う
必要があると考えました。そこで，親子が向き合う時間
をどの家庭でもとること，意図的な場を通して親子での
対話を深めることを目的に，今年度より「親子会議」を
始めることにしました。
○親子会議のねらい

・どの家庭でも親子で向き合う時間を！
・意図的な場を通して親子での対話を！
・どの家庭でも同じ事を話題にすることで「堅倉小の一体感」を！

○親子会議のテーマと実施時期

第１回：「我が家のルール再点検」（5/20～5/24）
第２回：「聞いてみよう ぼく わたしの 生まれたころのこと」（6/17～6/21）
第３回：「我が家の運動会」（9/15～9/21）
第４回：「守れていますか 我が家のルール」（予定） ※学期に２回程度実施

○親子会議の流れ

・会議シートの配布（担任→児童）
・親子会議の実施（各家庭）
・会議シートの記入（各家庭）
・会議シートの提出（児童→担任）
・会議シートへのコメントの記入（担任）
・会議シートを連絡帳へ貼付（児童）
・親子会議報告（学校・担任→児童→保護者）

○親子会議の主な感想

感想から，堅倉小学校の保護者の皆さんが，親子会議を真剣に受け止めて取り組んでいる
ことがわかります。子どもたちも親の願いや思いを受け止め，自分の生活を見直しています。

堅倉小学校では，親子会議に取り組むことで，家庭での過ごし方の意識を高めることがで
き，学校の願いについて親子で話し合えば，保護者と教職員の意識の差を縮めることができ
ると考えています。

全国学力・学習状況調査の結果から，学力向上には，家庭での学習習慣と生活習慣の改善
が必要不可欠であることがわかりましたが，親子会議を続けることで，それらの改善が図ら
れ，学力の向上につながっていくのではないでしょうか。家庭との連携を課題にあげている
学校は，堅倉小学校の親子会議をぜひ参考にしてほしいと思います。

(親)改めて子どもと話し合う機会がもててよかった
／とても心温まる時間になりました／お互いを思う
気持ちを忘れないようにしたい／会議をするように
なってから，毎日学校や学童でいろいろ起こってい
ることを話してくれるようになりました

(子)おはなしのかいができてよかった／これからも
かいぎをやりたい／かいぎは家の中を明るくする／
みんなと仲良くなれた気がした／たまにはお父さん
と話すのもいいな／お母さんの言葉が心にぐっとき
た／そんなふうに思ってくれていたんだ／いろいろ
聞きたくて話し合いがずっと終わらなかった。とて
も楽しい話し合いになった／かいぎ…とてもいいと
思います。これからもやってほしい／かいぎじゃな
いときにも，もっと話を聞きたいな


